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Abstract
Experilnents of biologicai nitrincation in sand ■lter Ⅵ/e e perf med to investigate its
possibility  The nitriFication proFiles 、「ere obtained n slow and rapid sand iltration  The
effect of scraping the surface layer in sio、、アsand i ter a d the back、vas ing in rapid sand ilter
、vas exanllned
The batch tests of nitrilicatiOn rate were alsO performed by extracting the sand particles
colonized ttrith nitriners from Filter bed
The labOratOry experilnents sho、ved the possib■ity of nitrincation in sand ilter





















60,100 cmに5ケ所 ついており, これら採水
口に近接して損失水頭の取出口がついている。
原水槽は容量が7001のものと401のものを原
水の設定水質によって使用した。
ろ過砂は,ろ過筒に100 cmの厚さで充填 し
た。当初の空隙率を緩速ろ過では38%,急速ろ
過では44%とした。ろ過砂は緩速,急速とも水
道協会の基準に合致したものを使用した。
硝化速度の測定装置を図-2に示す。空気の流
入,試料水の攪拌ができるようになっている。
22. 実験方法
硝化菌を砂層に附着,増殖させるために緩速
ろ過,急速ろ過ともに,予め下水処理水5%の
井戸水(無消毒)を3m/日で2週間以上通水し,
硝化菌の増殖を確認して本実験に入った。ろ過
速度はチューブポンプ (緩速)およびローラー
ポンプ (急速)により調節した。実験には人工
原水として,NH4~Nカミ1.oまたは1.5 mg/1と
なるように丼戸水にNH4Clを添加したものを
用いた。
急速ろ過の実験後半では,人口原水にさらに
カオリンのマイクロフロックを添加し,ろ過前
で濁度が約2度となるように調整した。表洗と
